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婦人の杜会活動に関する意識調査

太田昌子＊・渡部圭子料

　　　　Masako　OHTA，Ke1ko　WATANABE

Women’s　Se1f－Awareness　of　the　Part1c1pat1on　m

　　　　　　　Com皿un1ty　Act1v1t1es

AIbst醐ct　Th1s　m▽est1gat1on　was㎜ad－e　to　c1ar1｛y　women’s　se1f＿awareness　both　of　the

part1c1pat1on　m　commun1ty　act1v1t1es　and　of　the　educat1on　amed　to　promote　them　The

subjects　were523women　m　Sh1mane　Prefecture　who　had　a〕ob　or　who　be1onged．to

any　group　of　commun1ty　act1v1t1es

　As　to　the　resu1t，1t　was　obser∀ed．that　the1r　age，the　stage　of11fecyc1e　at　wh1ch　they

were，the1r　schoo1career　and．the1r　occupat1on　were　a11mf1uenced　on　the　format1on　of

the1r　awareness

　As　to　the　ed．ucat1on　for　the1mpro∀ement　of　women’s　capac1ty　and．of　the　equa11ty　of

man　and－woman，they　had．notab1e　aff1rmatlye　opm1ons

緒　言

　地域杜会や国家，ひいては世界人類の福祉の向上と，長

い将来にわたっての調和的発展をめざすためには，人口

の半数を占める女性の能力を，杜会のさまざまな分野に

おいてもっと活用して行くと同時に，男性と平等の立場

でその発言力を強めて行くことが必要である。しかし，

長い伝統のなかで培われた男尊女卑的思想，また「男は

外，女は内」的性別役割分担の固定観念は，このような

女性の杜会参加を強く阻んでおり，その打開のために

は，家庭，学校，職場，地域など，あらゆる場における

強力な啓発対策が講じられなけれぱならない。

　しかしまた，女性もこのような杜会通念を形成する一

翼を担う存在であり，女性側の意識や態度にも反省すべ

き点が多いと思われる。これまでも男女平等間題に関し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）2）3）4）
て女性を対象とした意識調査はいくつかみられるが，こ

のような女性側にある間題点に触れているものは少ない

ようである。本調査研究は，これらの問題点を探り，女

性がより積極的に杜会参加をすすめるための教育のあり

方についての示唆を得る目的で行なったものである。

1
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3
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調　査　方　法

　調査時期　昭和58年8月下旬～10月上旬

　調査対象　島根県下で職業経験や社会活動経験のあ

る女性約700名。回収数は523名（回収率751％）であ

る。（表1参照）

　調査方法　質問紙法で無記名，郵送法で行なった。

　調査内容

（1）対象者の状況について　a．年代，結婚状況，家

族構成，現在のライフサイクル段階（以上表2参照）

b．学歴，各種学校の経験，資格・免許の所有状況（以

上表3参照）c．現在の就業状況，職業経験（以上表4

参照）d．杜会活動状況（表5参照）

　（2）女性の生き方についての意識

　（3）女性の社会活動（就業やその他の社会活動）につ

　　いての意識

　（4）女性の杜会参加を促進するための教育についての

　　意識

　以上のような実態及び意識を把握するのと同時に，そ

れらの意識がどのようにして形成されたのかを探り，今

後の女性教育に資するため，年代，学歴，資格・免許の

有無，職業などとの関連をみることとした。

＊島根大学教育学部家政研究室
＊＊浜田市立第三申学校



78 婦人の社会活動に関する意識調査

表1　調査対象者の所属組織と人数

対象者の所属組織 人数 対象者の所属組織 人数

島根県連合婦人会 50 その他の組織 49

〃　農協婦人組織 50 46

〃　商工会婦人部 49 〃　生涯教育アドバイザ
一養成講座受講者 80

〃　漁協婦人部 31 島根県図書館読書会々員 56

〃労働組合評議会婦人部 49
　〃　小・申・高教員，県庁職員

65

〃　遺　族　会 24 そ　の　他 69

〃　助産婦会 20 計 696

松江市津田町遺族会 26 回　収　数 523

松江ガールスカウト 32
回　収　率 75．1％

表2　対象者の年代，結婚状況，家族構成，

　　　現在のライフサイクル段階

項目 構成種別
人数

項目 構成種別
人数

比率 比率

％ ％
ア．20代，30代 23．3 現 ア．ひとり暮し 7．3

年
イ．　40代 29．6

在
の

イ．自分と夫 ユ4．7

ウ．　50代 32．9 家 ウ．白分，夫，子（未婚） 29．4

エ．60，70代 14．O
族

代 構
工．自分，夫，子（既婚） 18．9

無　　答 O．2 成 才．自分，夫，子（未
婚）その他 29．6

結 ア．未　　　婚 7．ユ 現
在 ア．青年時代 5．2

婚 イ．既婚（配属者有り） 79．7
状 9ウ．〃　（配属者なし） 12．2 フ イ．子育ての時期 10．3
況

無　　答 1－0
イ

フ ウ．子どもに手がかから
サ なくなった時期 32．5

既婚者（イ，ウ）の結婚経過年数
イ

10年未満ユO．5％　30年以上27．8％ ク
工．子どもが独立した時

期 49．5

10～20年28．8　無　　答2．3
ノレ

段 無　　答 2．5

20～30年30．6 階
■

1
全
撃

73
ユ47

294
189

表4　対象者の就業状況，職業経験

　　　　　　　　　　人数項目　　構成種別　　　　　　　　　　比率

業現
　　ア．有職状在
況の　イ．専業主婦

就
　　　無　　答

　％
54，9

39．9

5．2

職
業ア・有　　り　81・3
のイ．無　　し　　13．6
経
験　無　答　　　　5・2

　同従事した職業

　　管　　理　　職　3．6％

雇専門的技術職1・・．・

　　専　　門　　職

用、事務職21．8
　　技能職，労務職　4．6
者
　　販売，サービス職　4．O

　　そ　　の　　他　1．0

就職年齢

二8ぱ〆鮒1111㍗；1；
10年未満36．1％　30年以上14．1％

10～20年14．5　　　　　　専業主婦　19．O。。一。。年。。．。穣験な碁1・…

項　　　目

表5　対象者の杜会活動状況

構　　成　　種　　別

　　　　　　　ア．活動している
社会活動状況　　　イ．活動していない

　　　　　　　　　無　　　答

上記ア．の種別，（）内は役員比率

　　　　　　　　　　　％　　　　％
　地域婦人会　52．0　（27．2）
　上記以外の婦人会　　41．O　（27．2）

　私的グループ　41．6　（12．7）

　P　T　A40．2（25．7）
　町　内　会30．0（ユ3．8）
　県・市・町・村委貝　21．4　（ユ3．O）

　その他3．5（2．6）

人数比率

88．5

7．6

4．O

％

結果及び考察

項目

最

終

学

歴

経各
験種

学
校

表3　対象者の学歴，各種学校経験，資格・

　　　免許の所有状況

構　成　種　別

ア．旧小・高小，新制申

　学校
イ．旧高女，新制高校

ウ．旧専門，短大，高専

工．旧大学，新制大，大
　学院
オ．その他
無　　答

ア．有　　り

イ．無　　し

無　　答

各種学校経験（ア）の種別

被服，手芸　64．1％

料　　　　理　　40．1

簿記，そろぱん　26．3

　タ　　イ　　プ　　ユO．3

看　　　　護　　1．9

そ　の　他　　8．O

人数
比率

　％
12，6

48，0

26，0

10．5

2．1

0．7

50，5

38，2

11．3

項目

資
格

免
許

構　成　種　別

ア．持っている

イ．持っていない

無　　答

人数
比率

　％
53，3

39．2

7．5

免許，資格所有者（ア）の種別

教　　　　　　員　55．1％

栄養士，調理師18．1

看　　護　　婦ユ4．9

鵜：簿華道11…

保健婦，助産婦　9．8

保＝　　　　　母　6．9

美容師，理容師　6．5

簿記，タイプ3．3
秘　書，司　書　2．2

そ　　の　　他　8．3

1．女性の生き方についての意識とその形成要因

　女性の生き方についての本人自身の考え方は，各人の

行動や一生の進路を方向づけ規制する上で大きな役割を

果たすものと思われる。そてまた，その考え方は女性と

してのさまざまな人生を経過して行く中で微妙に変化す

る可能性を持つものである。

　図1は，図中ア～クに示したような，女性の生き方に

ついてのさまざまな考え方の申から，ライフサイクルの

5段階それぞれの時期に，自分が抱いていた考え方を二

つまで選んでもらい，それを各段階毎に比率で表わした

ものである。この図では，ア，ウ，オのような伝統的な

考え方とクの無関心とを合せてaグループとし，イ，

工，カ，キのような比較的積極的な考え方をbグループ

として，二つを対比させながらそれらの考え方のライフ

サイクル的な推移をみることとした。

　まずaグループについてみると，「ア．女性は結婚して
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　女性は結婚しても家庭
　　　　　　　　　　　ア　女性は結婚して家庭にはい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξこぱかりいないで外で働
　　　　　　　　　　　　乏のがいちぱん幸牝　　35　　　　　　　　　き視野を広げるべきだ。
　　　　　　　　　　　ウ　女性は経済的にゆとりがあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　一生のうち何が起こる
　　　　　　　　　　　　れぱ働かない方がよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら・わからないので，女性
　　　　　　　←1’一6　オ　「男は外，女は内」という　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も仕事や資格を持ってい
　　　　　　　　　　　　疫割分担は自然で望ましい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲＿．＿→　　ることは必要だ。
　　　　　　　汁……x　ク　女性のあり方，生き方など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　「男は外，女は内」と
　　　　　　　　　　　　εま考えたことがない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ・う役割分担をはっきり

ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×一一一一一一一メ　きめる考え方は望ましく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。
クヘ　　　　　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　女性が外へ出て働く，
　＼　　　■！　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勧かないは個人の自由な

　＼／　＼　　　　　　　　　　　　　　　　譲ヲによってきめるべ
　　　　　　　＼ウ〆　・　　　　　　＼
オ小’’㌣’一’　・＼＼。

　　　火“。・．・・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　l1　皿　～　V　　　　　　　　1　日　皿　N　V
　　ライフサイクル段階　　　　　　　　　　　　　　　　ライフサイクル段階

　I．子ども時代
　皿．青年時代
　皿．子育ての時期（末子が小学校入学頃まで）25～35才頃

　W．子どもに手がかからなくなった時期，35～45才頃
　Y．子どもが独立した時期（末子が大学入学または就職した時以降）45才頃～

　　　　　　　　図1　女性の生き方意識のライフサイクルによる変化（1）（二答まで）

家庭にはいるのが一番幸せだ」「ク．女性のあり方，生き

方などは考えたことがない」などの伝統的考えや無関心

は，I．子ども時代の支持率は約2割とかなり高いが，

1皿．青年時代以後急激に低下している。また「ウ．女性

は経済的にゆとりがあれば働かない方がよい」という，

女性が職業につくことについての消極性は，皿．子育て

の時期には一時的な高まりをみせている。「オ．男は外，

女は内という役割分担は白然で望ましい」とする性別役

割分担を肯定する者は少数ではあるが5段階を通じて支

持率はほぼ一定している。

　一方のbグループについてみると，I．子ども時代に

はいずれの考え方もそれ程支持率は高くないが，aグル

ープとは逆に1皿．青年期以後急激な高まりをみせてい

る。これは，調査対象者に有職者や杜会活動を行なって

いる者を選んだためであろう。しかしこれらの比較的積

極的な考え方も，皿．子育ての時期には急激に落込みを

みせるか，ほぼ横ばいの支持率にとどまっている。そし

てこのことは，女性にとって子育てというものが如何に

重大な影響を与えるものであるかを示している。

　図2は，同じく女性の生き方について，I．子ども時

代から伝統的な考え方の強かったグループ（Aと称す）

と，そのころから積極的な考え方の強かったグループ

（Cと称す）とが，1皿，青年時代以後の各段階におい

て，それぞれどのような考え方の変化をみせたかを比較

したものである。この図にみられるように，子ども時

代に伝統的な考え方の強かったグループ（A）は，青年

時代，子育ての時期においてもやはりその考え方をその

まま維持するか，或いは中間的な考え方（Bと称す）程

比

率

％　　　　　　　　　　％
100

30

lO

　　　　　π　皿　八　V　　l　n　m　N　V

　　ライフサイクル段階　　　ライフサイクル段階

注1：ライフサイクル段階の分け方は図1に同じ。
注2　Aは二答のいずれもア．ウ．オ．ク（図1参照）より選んだ者，保

　　　守的考えをもつグループ
　　　Bは二答のうち一答はア．ウ．オ．ク（図1参照），一答はイ．工．

　　　カ．キより選んだ者，申間的グループ
　　　Cは二答のいずれもイ．工．カ．キ（図1参照）より選んだ者，積
　　　極的考えをもつグループ
　　　Dは無答，その他。ライフサイクル段階が進むに従ってその段階
　　　に達しない者が多くなるためDの比率が増す。

図2　女性の生き方意識のライフサイクルによる変化（2）

　　子ども時代の意識の異なる2クループ間の比較一
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度に変った者の比率が比較的高い。そしてそれは，子育

ての時期以後においても未だ残存がみられる。一方子ど

も時代から積極的な考え方の強かったグループ（C）は，

青年時代以後もほとんどの者がその考え方を曲げずに

貫いていることがわかる。このことからみて，子ども時

代というものが後々までもその人の生き方，考え方に影

響を与える重要な時期であることがわかる。
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表6

＼　　　　　項　目

　　　　’＼
　　　　　＼一
選択肢　　　＼＼
　　　　　　　　＼

婦人の社会活動に関する意識調査

女性の生き方についての意識形成に影響を与えたことがら（多答式）

全

年　　代　　別

20・30
代　40代50代

ア．子育ての経験。。驚。。貧。。驚1。。竃

イ．職業生活　49．3541

ウ　杜会活動（職業生　　41．3　295
法以外での）

工学校教育30．0279

オ　講演会や婦人学級　　38．6　262
　など　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

60・70
　代

％ ％　　％
8．4 62．6 529　39

＊

．1 42．6 552 42．

．5 43．2 436 52．

＊

．9 27．1 30．8 38．

2 40．O 43．6 45．

＊

カ．戦争体験　29．8　08

キ．マスコミ（新聞・　38．2　352
　テレビ・雑誌など）

ク．書　　　　籍　44．9516

ケ．親 45．1　508

コ兄弟姉妹15．7123
サ夫　　　　39．0328

シ．友人・先輩など　45．3　549

ス．その他3．81．6
　　　無答　0．2000

　％
39，7

42．5

52．1

38．4

45．2

.8 14 . 8 51 .2 60 . 
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60．3

45．2

35．6

37．0

19，2

37．O

42．5

2．7

1．4

　　学　　　　　　歴　　　　　　　　　別

旧／・。旧高専門学
！鮎姦・高笑・短鶴
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　％1
34．51

70．9

25．5

49．1

16．4

12．7

34．5

69．1

63．6

16，4

27．3

52．7

3．6

　0

職　　、業　　別

管理職
専門職

555

755

426

368

290

355

368

568

503

200
381

503
45
06

事務職
自営。

家族従
業者

専業
主婦

olo 
o
l
o
 

olo 

.5 51.5 55 . 2 70. 
*
 

5
 

56 . 3 31 . 3 20 . 

*
 

*
 *

 *
 

.6 32 . 9 51 .O 48. 

* 

.8 24.6 32 . 3 30 . 

.O 31 . 7 46 . 9 55 . 

*
 

*
 

.5 19 . 8 34 . 4 27. 
*
 

.8 31 .7 31 . 3 37 

.8 45 . 5 33 . 3 50 . 

*
 

.3 44.9 40.6 48. 

.O 10 . 8 12 . 5 25 . 

.1 36 . 5 35 . 4 56 . 

*
 

.3 46 . 7 35 . 4 50 . 

.5 3.0 5.2 2. 

.6 O
 

O
 

　％
70，8

20．8

48．6

30．6

55．6

27．8

37．5

50．O

48．6

25，0

56．9

50．0

2．8

　0

注：＊印は比率の信頼区間法による検定の結果，5％の有意水準で差の認められたもの。以下表8，表9も同じ。

　さらにまた，このような女性の生き方についての意識

形成に影響を与えたものは何かを，対象者自身に直接問

うてみた（多答式）が，その結果は表6の通りであった。

　まず対象者全員の結果についてみると，「子育ての経

験」が52．8％ともっとも高率であり，さきにもみられた

ように，女性にとっての子育てが，単に子どもに対して

のみならず母親自身の意識形成にも極めて大きな影響を

与えるものであることを示していた。次いで「職業生活」

（49．3％）「友人，先輩など」（45．3％）親（45．1％）「書

籍」（仏．9％）r杜会活動」（41．3％）r夫」（39．O％）r講

演会や婦人学級など」（38．6％）「マスコミ」　（38．2％）

「学校教育」（30．O％）「戦争体験」（29．8％）とつづき，

「兄弟姉妹」（15．7％）は最も低率であった。

　次にこの結果を年代別，学歴別，職業別に比較してみ

た。まず年代別にみると，「戦争体験」は50代以上の年

表7　学歴と年代構成比率

＼＼年　代
学　歴　　’＼

20・30 40代 50代 60・70
代 代

計

％ ％ ％ ％ ％
旧制小・高小・新制申学 5．8 30．4 43．5 20．3 ユOO．0

旧制高女・新制高校 18．7 33．1 34．7 13．5 100．0

旧制専門学校・短大・高専 29．4 24．3 31．6 14．7 100．0

旧制大学・新制大学・大学院 50．9 34．5
10．9　　■ 3．6 100．0

　％
ユO00

1000

1000

1000

齢層では50～60％に及んでおり，第二次大戦が国民にと

っていかに大きな影響を与えたかを示していた。また，

「子育ての経験」は特に，子育て直後の40代で626％の

高率を示し，またどちらかといえば子育ての済んだ中・

高年層が主力とみられる「社会活動」や「講演会，婦人

学級」などは，やはり40代以後の中・高年層で高率とな

る傾向がみられた。
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表8　職業を持　っ　た　理　由

　学　歴　別

胴百　　短専
・小高旧大門大大
藩一校要学護学
申局　　　校

（回答は二つまで）

’＼＼　　項目

＼
＼選択肢　　　　＼＼

　　　　　　　　　　　　　＼

ア．自分の能力・技術を発揮し伸ば
　　したい

イ．他人と接触しいろいろ知りたい

ウ．経済的に自立したい

工．働かないと経済的にやっていけ
　　ない

オ．生活にゆとりを持たせたい

カ．時間的に余裕がある

キ．皆が働いているから

ク．家業だから

ケ．そ　の　他

全

　％

426

301
284
268

15．0

7．9

3，8

13．6

4．9

年　代　別

20
30
代

40

代

％1％
40，435．5

38，3

25，5

29．8

20．2

6．4

6．4

11

2．1

31，8

27，1

23．4

14．O

11．2

2，8

22．4
＊

＊

O．9

50

代

60
70
代

　％
49．1

24．1

　％．

453

245
268396
26．8

15．2

6．3

2，7

14．3

283

7．5

7．5

3．8

170

＊

10．7 5．7

　％
29．5

25，0

18，2

34．1

15．9

4．5

2，3

25．0

9．1

　％

257
＊

　＊
223
212
19．O

15．1

8．4

5，0

11．2
＊

3．9

　％　％
631574

291362
359404
18．4234

10．78．5

3．94．3

2．92．1

5．84．3

4．92．1

各種学校
経験の有
無別

有

り

　％
40．8

33，1

22，5

24．9

11。。1
…

4．7

1189
141

無

し

　％
44．4

28．1

353
275

16．3

7．2

3．9

6．5

＊

6．5

資格・免
許の有無
別

有

り

1。。隻

31，1

32，0

23．4

12．2

5．0

2．7

9．O

16・・

無

し

　％
27．6

30，9

24．4

319

19．5

9．8

6，5

16．3

2．4．

職業別

専管
門理
職職

　％
64．2

25，5

36，5

24．8

12．4

2．9

2．9

1．5

1・．・

事
務
職

族自
従営
業・

者家

％1％
26，431．1

379
25．0

357

221
12．9

5．0

4．3

＊

＊

3．6

23，0

18，0

13．1

8．2

4．9

　0

57．4

8．2

｝

　次に学歴別にみると，かなり多くの項目において有意

差がみられた。すなわち高学歴者ほど影響ありとした項

目は，「職業生活」「学校教育」「書籍」などであり，逆

に低学歴者ほど高い支持率を示した項目は「講演会，婦

人学級」「戦争体験」などであった。ここで学歴と年代

との関係をみてみると，表7に示した通り，大学卒以上

の高学歴者は低年齢層ほど多く，小・中学校の義務教育

修了程度にとどまった者は中・高年齢層に多い傾向がみ

られた。このことからみて，学歴による支持率の差には

或る程度年齢的要素が加わっていることが推察される。

　次に職業別で比較してみると，「子育ての経験」r講演

会，婦人学級」r夫」などは専業主婦が最も高率を示し，

反面「職業生活」「書籍」などは管理職・専門職が最も

高率を示した。

　以上三つの観点からみてきた結果を総合して考察する

と，女性の生き方についての考え方は，子ども時代に一

応の基礎が作られるものの，その後本人の自覚も生じ，

進学，就職，そして結婚，子育てと幾多の生活体験を重

ねて行く中で，その体験を通して形成されるもののよう

である◎そして，終始職業人であることを軸として営ま

れる男性の生活に比べると，女性の場合は結婚を契機と

して境遇が大きく変化したり，また人によって職業を持

ったり持たなかったりの違いもあるなどして，考え方も

個人によってかなり異なったものになりやすい。また同

じ個人でも変動する可能性が大きいと思われる。特に子

育ての時期は，女性の一生の中でも女性の生き方につい

ての迷いやためらいを生じ，或いは転向，或いは決意を

新たにするなど，その後の人生を大きく左右するポイン

トとなる重要な時期と思われる。と同時に，結婚までの

時期に，白分の将来についての確固とした考えや能力を

養っておくことが如何にたいせつであるかを思わせるの

である。

2．女性の杜会活動についての意識とその形成要因

　このことについてはまず女性と職業との関わりからみ

てみることにする。

　さきの表4にもみられたように，この調査の対象者の

約半数強は現在も職業牽持っており，また職業経験の有

る者は約8割にも達している。これらの人たちはなぜ職

業を持ったのであろうか。その理由を問うた結果は表8

の通りであった。この表によりまず全体の傾向をみる

と，「ア．白分の能力・技術を発揮し伸ばしたい」（42．6

％）rイ．他人と接触しいろいろ知りたい」（30．1％）と

いうような，社会の中でいっそうの自己実現をはかりた

いという欲求にもとずく理由がかなり高率を示し，また

rウ．経済的に自立したい」（28．4％）r働かないと経済

的にやっていけない」（26．8％）などの経済的理由をあ
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表9　役員を頼まれたときの態度とその理由 （回答は二つまで）

＼　　＼　　　　　　項　　目
　　　　　＼

＼
＼．

　　　　　　　　　　＼＼
選択肢　　　　　　　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　’＼

A．引　き　受　け　る

引

受

け

る

理

由

ア　自分の性格として皆のせわをするのがあ
　っている

イ　あまり気は進まないが，自分の訓練にな
　る

ウ．家族の埋解があるから

工．会の活動に興味があるから

オ．時間的に余裕があるから

カ．頼みを断われない性格だから

キ．そ　の他

B．断　　わ　　る

断

わ

る

理

由

ア．性格的にあわないから

イ．一自分には役員になる能力がないから

ウ．家族が反対するから

工．会の活動や役員などに輿味がないから

オ．時間的に余裕がないから

カ．世間体が気になるから

キ．そ　の他

全

　％
63．1

22．3

40．4

30．9

27，0

12，5

21，7

10．4

　％
30．6

34，7

45．5

7，8

10，8

44．3

0．6

9．O

年　代　別

20
30
代

40　50　60
　　　　70
代　代　代

14，316．0248362
　　　　　＊
51，846，239．3207

＊

　　　＊
10，730，243，625．9

　　　＊

26，830，221，432．8

7，111，312，817，2

21，421，722，220，7

12，512．3　9．4　6．9

33，9

40．O

29，250．O

・・卓3

　　　　＊
6，812．5　2，4

11，910．4　9，5

54，256，323．8

　　＊

　O　02．4
8．5　8．3　7．1

17，6

76．4

11，8

11，8

29．4

　0

17．6

学　歴　別

小旧
　小
新．
制』
中局

高旧
校高
　女

短専
大門
　学
　校

％1％1％
69．268　269　8

26．7

33．3

42．2

15．6

8，9

26，7

11．1

％

30．8

1400

65．O

15，0

15，0

20．O

　0

5．0

257211

43．1411

32．3256

25，134，4

13，214，4

19，822．2

9，010．0

％　％
31，830．2

33，333，3

51，333．3

5．17．7

90i77
42，346．2

　＊

1，3

10．3

　0

7．7

大大
学学
院

％

569

3．4

379

13．8

37，9

10，3

24，1

17．2

％

43．1

3641

27．3

9，1

13，6

72．7

　0

4．5

職　業　別

専管
門理
職職

16，222．6244264

38，441．727439．4

23，234．533　719．7

28，322，621，126，8

15，213．1　4，212，7

28，319，016，811，3

17．2　9．5　8．4　1．4

＊

320，400（5）（4）
舳1。。．。（、。）（。、）

6．O

，10，0

54．O

　0

10．O

6．7（1）

13．3（0）

42．7（7）

　O（O）

6．7　2

（3）

（1）

（6）

（1）

（2）

無　　　　　　　　　答
1。．到

　　注：（）内数値は実数
げたものも比較的多かった。一方「カ．時間的に余裕が

ある」（7．9％）「キ．皆が働いているから」（3．8％）など

の余り自覚的とはいえない理由をあげた者も少数いる

が，全般的には女性の精神的，経済的自立をめざし，杜

会のなかで自己の能力を発揮したいという意気込みの感

じられる結果であった。

　次にこれらの結果を年代別に比較してみると，余り異

なった傾向はみられないが，「家業だから」をあげた者

は40代以降の中・高年齢層に多く，20・30代にはほとん

どいなカ〉ったo

　また学歴別にみると，「自分の能力・技術の発揮」を

あげた者はやはり高学歴者グループに多く，「家業だか

ら」をあげた者は低学歴者グループに多かった。

　職業別比較では，「自分の能力・技術の発揮」をあげ

た者が管理職・専門職グループに多く，また「家業だか

ら」は当然のことながら自営・家族従業者グループに多

くみられた。

　尚職業についての意識は，資格，免許の有無や，その

取得のための各種学校経験の有無とも関わりがあるので

はないかと考えたが，やはり資格，免許の有無について

は「自分の能力・技術の発揮」に関して両者間に有意差

が認められた。しかし各種学校経験に関しては，表3で

もみられたように，経験有りの者でもその大部分は「被

服・手芸」「料理」などのいわゆる花嫁修業的なもので
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あるためか，経験の有無による差はほとんどみられなか

った。ただ「家業だから」については有眉差が認められ

たが，これは比較的高年齢層，低学歴者グループに「家

業だから」をあげた者が多かったことと関係があるよう

に思われる。

　以上職業についての意識を，その就業理由からみてき

たが，女性にとっての職業はやはり男性とはちがい，そ

れぞれの境遇や時代を反映して多様な様相を呈している

ことがうかがえた。そして，対象者たちが戦前から戦後

にかけての，特に変動の著しい時代に位置しているだけ

に，昔風の女性の生き方を強いられた高年齢，低学歴の

世代と，戦後の民主化社会で育った若年齢，高学歴の世

代間には，かなりの意識差が認められた。今後ますます

女性の高学歴化が進むにつれて，杜会のなかで白己の能

力の伸長をはかりかつ発揮したいという女性が増加して

いくことであろう。これらの女性の能力が充分に生かさ

れる杜会の到来を願うと同時に，女性側も職業人として

の自覚を強め，さらに資質の向上をはかる努力が必要で

あろう。

　次には，同じく女性の杜会活動についての意識を，職

業以外の杜会参加に関する面からのぞいてみよう。

　まず調査対象者たちの杜会活動参加状況をみると，さ

きの表5にみられたように，「活動している」と答えた者

が約9割に及び，その種別をみると，地域婦人会その他

の婦人会や，PTA，町内会などが多い。近年女性の職

業進出がふえ，地域の連帯感が薄れるなどの意識変化と

共に，これらの婦人会活動はかなり困難を来たしている

といわれる。特に会運営の中心となり，皆をリードして

行く役割を担う役員のなり手がないという歎きを聞くこ

とが多い。そこでこの調査では特にこの役員の問題をと

り上げることによって，女性の社会活動に対する意識と

間題点を探ることにした。

　表9はその調査結果を示したものである。まず「役員

を頼まれたときどうするか」を問うた結果は，約6割強

はr引受ける」と答え，約3割はr断わる」と答えてい

た。この数値からみる限りでは，この調査の対象者の選

び方にもよろうが，杜会活動に対してかなり積極的なよ

うに思われる。しかし「引受ける」理由をみると，「イ．

あまり気は進まないが自分の訓練になる」（40．4％）「ア．

自分の性格として皆のせわをするのがあっている」（22．3

％）「カ．頼みを断りきれない性格だから」（21．7％）な

どの，消極的且つ人間関係にもとずく理由が多い。また

「ウ．家族の理解があるから」（30．9％）「オ．時間的に余

裕があるから」（12．5％）のように，家庭を第一とする

考え方をうかがわせる理由もかなり多かった。本来から

いえば，「工．会の活動に興味があるから」という，会の

活動そのものに意義を見出だし，喜んで参画しようとい

う意欲が，役員には特に必要と思われるが，これを理由

にあげた者は27．O％にとどまった。

　次に「断わる」と答えた者についてその理由をみる

と，「工．会の活動や役員などに興味がないから」（10．8

％）と自已の考えを明確に表明した者は極めて少なく，

「イ．自分には役員になる能力がないから」（45．5％）

rア．性格的にあわないから」（34．7％）など白己の能力

不足や性格的不適合を理由にあげた者がかなり多かっ

た。しかし女性がもともと杜会的能力に欠けていたり性

格的に合わなかったりする訳ではなく，それは恐らく自

分だけの思い込みであり，たとえそうだとしてもそれは

社会的訓練の不足に由来するものであろう。女性はこの

ような引込み思案から抜け出して，集団の申で白己を磨

き，杜会性を身につけて行く努力が必要と思われる。断

わる理由としてrオ．時間的に余裕がないから」（44．3

％）をあげた者もかなり多かったが，子育て最中の者や

時間的拘束の多い就労者はそれも止むを得ないかも知れ

ない。しかし今後ますます女性の職場進出が増加するな

かでは，従来通りの婦人会活動とは違った形での参加形

態を相互にくふうする必要があろう。尚少数ではあるが

「ウ．家族が反対するから」（7．8％）という理由もみら

れ，未だ自己の意志のみでは行動し得ない女性の存在を

示していた。

　次に，この結果を年代別にみると，「引受ける」と答

えた者は20・30代で極端に少なくなっている。これはこ

の年代が子育てに忙しいということもあろうが，また時

代による女性の意識の変化や年功序列的な社会風潮の反

映でもあろう。「引受ける」理由としては，「気は進まな

いが自分の訓練になるから」は若い年齢層ほど多く，

「家族の理解があるから」は中・高年齢層に多かった。

若い年齢層は，「引受ける」と答えた者も少なかったこ

とと照らし合わせると，多少個人中心的傾向があり，中

・高年齢層は家族中心的傾向があるともいえよう。また

r断わる」理由としては，「能力がないから」と答えた

者が中・高年齢層に多かった。これは高年者ほどむかし

風の女子教育に染まっていて，社会的訓練を受ける機会

を失ったためと思われる。「時間的に余裕がないから」

とした者はやはり20・30代や40代の子育て中の者に多か

った。

　次にこれを学歴別にみると，高学歴者，低学歴者間に

はほとんど有意差は認められなかった。しかしこれは大
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表11 女性の杜会参加を促進するための教育についての考え方

＼　　項目
＼
＼＼

選択肢　　　＼＼

a　学校教育における男
女の役割分担上の区別

　などをなくしていく。

b　学校教育の杜会科や
這徳などで，もっと男

女平等教育をとりあげ
　る。

C　申学校や高校で，男
字がもっと家庭科を学

習できるようにする。

d　家庭で，性による役
勧分担を強調せず本人

の個性を伸ばすよう教
育する。

e　家庭で，男の子にも
生活技術を身につける

　ようしつける。

f　女性にも，高度に専．

門的な知識・技術を身
につけさせる。

9　女性には，職業につ
　kため必要な技術・技
能・資格などを身につ

　けさせる。

h　女性が，時間的・労
カ的余裕を持つため，

　もっと家庭管理能力を
高める教育をする。

i　女性には，　般的な
薮養を高める教育をす

　る。

全
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4．32

3・75　3紳50

3．41　　　　　　　　　66

4．24

4．29

4．27

4．22

・特ψ・・

4．01

290

400i

400 3，68　　3，28　　3，02　　3．40

422

433

437

447

426

440

注：　表中の数値は「賛成」5点，「やや賛成」4点，「どちらともいえない」3点，「やや反対」2点，

　　　「反対」1点として算出した平均値である。

えを間うてみた。回答は点数化し，5点満点で低得点ほ

ど厳しい評価となるように表わした。この表によりまず

全体的傾向をみると，「9．考え方の視野が狭い」（2．52）

「f．感情的になりやすい」（2．55）などの，女性本来の

特性にもとずくと思われるものはやはり低得点であり，

「d．無責任である」（3．52）「e．公私の区別がない」

（3．42）などの，公人としての態度を間うものは比較的

高得点であった。しかし3点以上はこの2項目のみであ

とはみな3点以下であり，女性への批判を女性みずから

も白認する結果であった。

　次にこれを年代別にみると，全般的には余り差はない

が，「a．他人の目を気にして行動する」については，高

年者ほど低得点であった。女性の特性をどうみるかその

評価は，職場や地域などでの身近かな体験を通して得ら

れたものと思われるが，その場合「白分」は大きなウェ

イトを占めるであろう。やはり高年者ほど周囲への気配

り，いわゆる他人の目を気にしながら行動する傾向が強

いのかもしれない。「b．他人への依頼心が強い」につい

ては20・30代が低得点であったが，これも同様に，豊か

な時代に育った若者の弱点を自己認識した結果と思われ

る。

　次にこれを学歴別にみると，全般的には低学歴者の方

が高学歴者に比べ得点が低い傾向がみられた。しかしそ

のなかにあってra．他人への依頼心が強い」について

は逆に高学歴者ほど低得点であった。これは高学歴者に

若い人が多いことと関係があるのではないかと思われ
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が，白已の能力・技術の発揮のためという意識が強い傾

向がみられた。自立的，自覚的な職業意識を高め，女性

の能力をいっそう向上させるために，高学歴化，或いは

資格・免許取得のための援助がいっそうはかられること

が望ましい。

4）職業以外の社会活動に関しては，かなり消極的参加

の姿勢がみられた。これをもっと白覚的，自発的なもの

に変える必要がある。そのためには女性が引込み思案か

ら抜け出し，もっと自信をつけるための杜会的訓練の場

をふやす必要がある。また社会活動の意義そのものを認

識するための広い視野からの学習をすすめる必要があ

る。

5）女性の社会活動上の欠点として従来いわれている特

性は，そのほとんどがこれまでの女性に対する教育の影

響，或いは社会的訓練の不足にもとずくものと思われ

る。女性はもとより，家庭，学校，職場などにおいて

は，この点は特に留意して，女性の長所をのばし，一方

杜会人としての資質や態度を身につけるような訓練，援

助が必要と思われる。

6）女性の杜会参加をすすめる教育は，以上のような女

性に向けられたものばかりではもちろん不充分であり，

対象者の多くが認めているように，男性をも含めた男女

平等教育の推進により，女性の社会参加に対する理解と

協力をいっそう図っていく必要があろう。

　終りに臨み，この調杏研究に快くご協力下さった各組

織役員の方々ならびに対象者の方々に厚く謝意を表しま

す。
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